
１ ．基本情報

＜学校法人慈恵大学＞
　住 所：〒105-8461　東京都港区西新橋 3丁目25番 8 号
　電 話 番 号：03-3433-1111（大代表）
　FAX 番号：03-5472-4796（総務課）
　ホームページアドレス：http://www.jikei.ac.jp/

2 ．理念・目的

【建学の精神】
病気を診ずして病人を診よ
（解説）
　建学の精神「病気を診ずして病人を診よ」は、創設者高木兼寛が目指した「医学的力量のみならず、
人間的力量をも兼備した医師の養成」を凝縮したものである。この精神は看護学教育にも「病気を看
ずして病人を看よ」として取り入れられている。
本学の研究と医療を通じた社会貢献もこの精神のもとで行われる。

【大学の理念】
　建学の精神「病気を診ずして病人を診よ」をもって大学の理念とする。

【大学の目的・使命】
　建学の精神「病気を診ずして病人を診よ」に基づき、医師・看護師の育成、医学・看護学研究の振
興、医療の実践を通して人類の健康と福祉に貢献することが東京慈恵会医科大学の使命である。

【医学部の人材育成その他の教育研究上の目的】
　大学の目的・使命をもって医学部の人材育成その他の教育研究上の目的とする。

【医学部医学科の教育理念】
医学科教育理念：－医学は学と術と道とより成る－
（解説）
　知識、技術、心の修練により人類の健康と福祉を求めてやまない良医、すなわち建学の精神「病気
を診ずして病人を診よ」を体現する医師を育てる。

【医学部看護学科の教育理念】
　人間の尊厳に基づいた心豊かな人間性を形成し、専門的・社会的要請に応じられる看護の基礎的能
力を養い、看護学の発展に貢献できる創造性豊かな資質の高い看護実践者を育成する。

【大学院の目的・使命】
　建学の精神「病気を診ずして病人を診よ」に基づく研究、教育、医療を推進できる高度な能力を涵
養し、医学・看護学研究の振興、医療の実践を通して人類の健康と福祉の向上に貢献することが東京
慈恵会医科大学大学院の使命である。

【大学院医学研究科医学系専攻博士課程の目的】
　医学系専攻博士課程は、本学大学院の目的・使命に基づいた臨床医学、基礎医学、社会医学におけ
る優れた研究者の養成を主眼とし、自立して研究活動を行うために必要な高度の医学的力量と医学研
究者として必要な人間的力量、それに加えて医学の研究・教育・社会貢献に求められる多様な指導力
を身に付け、その基礎となる豊かな学識を深めることを目的とする。
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【大学院医学研究科看護学専攻博士前期課程の目的】
　看護学専攻博士前期課程は、広い学術的基盤に立って人間を理解し、各専門分野における研究能力
を獲得することにより、看護学および看護実践の発展に貢献できる実践者、指導者を育成することを
目的とする。そのため、本課程には、「看護学研究論文コース」と「高度実践研究コース」を設ける。

【大学院医学研究科看護学専攻博士後期課程の目的】
　看護学専攻博士後期課程は、看護学分野における高度な研究能力と、人間中心の最善の看護を提供
できる医療人を教育する能力を養い、その基礎となる豊かな学識を深めることにより、看護学および
看護実践の発展に貢献できる優れた教育者、管理者、研究者を育成することを目的とする。

【病院の理念】
　建学の精神「病気を診ずして病人を診よ」に基づき、質の高い医療を実践し、医療人を育成するこ
とにより、社会に貢献し、患者さんや家族から信頼される病院をめざす。

【病院の基本方針】
　 1．患者さんや家族が満足する良質な医療を実践する。
　 2．先進医療の開発・導入など、日々、医療水準の向上に努める。
　 3．優れた技能を身につけ、豊かな人間性と倫理観を兼ね備えた医療人を育成する。
　 4．地域社会と連携し、きめ細かな医療サービスを提供する。
　 5．全職員が誇りをもって働ける職場づくりを実践する。

3 ．慈恵大学　行動憲章・行動規範

【慈恵大学　行動憲章】
　慈恵大学は、創立以来築いてきた独自の校風を継承し、社会に貢献するため、建学の精神に基づい
た行動憲章を定めます。
　全教職員は本憲章を遵守し、本学の行動規範に従い社会的良識をもって行動します。大学役員は率
先垂範し、本憲章を全学に周知徹底します。

　 1．全人的な医療を実践できる医療人の育成を目指します。
　 2．安全性に十分配慮した医療を提供し、社会の信頼に応えます。
　 3．規則を守り、医の倫理に配慮して研究を推進し、医学と医療の発展に貢献します。
　 4．グローバルな視野に立ち、人類の健康と福祉に貢献します。
　 5．情報を積極的に開示して、社会とのコミュニケーションに努めます。
　 6．環境問題に十分配慮して、教育、診療、研究を推進します。
　 7．お互いの人格と個性を尊重し、それぞれの能力が十分に発揮できる環境の整備に努めます。

　この憲章に反するような事態が発生したときには、大学は法令、学内規則・規程に従って真摯に対処し、
社会に対して的確な情報の公開と説明責任を果たし、速やかに原因の究明と再発防止に努めます。また、
本学の就業規則に則り役員を含めて厳正に処分します。

【慈恵大学　行動規範】
（目的）
第 1条　�慈恵大学（以下「大学」という）が社会から信頼される大学となるために、本学に勤務する

教職員すべてが、業務を遂行するにあたり、また個人として行動する上で遵守すべき基本的
事項を明記した行動規範を定める。
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